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遺伝子発現のオン・オフの仕組みを
遺伝学と分子生物学を駆使して明らかにする
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ハエ個体

培養細胞
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ハエ個体
や細胞を
使って

目に見えない生命の仕組みを目に見える形にして
あれこれ想像することはとても楽しいことです

生化学を駆使
し遺伝子発現
制御に関わる
因子を発見し

個体や細胞内で
どんなことが起
こっているかを
想像する

Saito et al.
Genes Dev 2010
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Yb body

ミトコンドリア

NGS解析

免疫染色

分子生物学やインフォ
マティクスを駆使して
因子の機能を調べ
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